








A Study of Thomas Pynchon’s Gravity’s Rainbow：






のGravity’s Rainbow 1（1973）もまたT. S. Eliot（1888-1965）の“The Waste Land”2（1922）のポス
トモダン流散文版であると言える。既に考察した3ピンチョンの初期の短編“Low-Lands”4（1960）
と「荒地」との関連だけでなく、「荒地」はその後の彼の全作品における世界像の基盤になって
いると思われる。エリオットとほぼ同時代のErnest Hemingway（1899-1961）やF. S. Fitzgerald 
（1896-1940）にとどまらず、J. D. Salinger（1919-2010）、John Hawkes （1925-1998）、Joseph 










地」でFlangeとPig Bodine （『重力の虹』にもSeaman Bodineとして再登場する脇役） が、ゴミ収集









の主人公ヘンリー四世の姓であり、NerissaもThe Merchant of Veniceの登場人物を思わせるよう
トマス・ピンチョンの『重力の虹』論
―『神曲』と「荒地」の影響―
A Study of Thomas Pynchon’s Gravity’s Rainbow：






　 比 較 文 学 者 で 神 話 学 者 のEvans Lansing Smithは 近 著Thomas Pynchon and the Postmodern 








　1960年代アメリカ小説論、Raymond M. Olderman著Beyond the Waste Land：The American 
Novel in the Nineteen-Sixties9（1972）は、時代を代表する作家８人の作品を取り上げ、それぞれ
形式的にはロマンスを志向し、内容的にはエリオットの「荒地」にみられる「聖杯騎士」や「漁夫
王（不具王）」のモチーフが潜んでいる点を指摘する。
　第一部「制度としての荒地」ではKen KeseyのOne Flew Over the Cuckoo’s Nest（1962）、
Stanley ElkinのA Bad Man（1967）、John BarthのGiles-Goat Boy（1966）、そして、ジョゼフ・ヘラー
のCatch-22（1961）について論じながら、「制度」の不毛性や危険性に圧倒されていくヒーローを「聖
杯騎士」として考察する。第二部「陰謀としての荒地」は、トマス・ピンチョンのV.やThe Crying 















“Chapel Perilous （危険の聖堂）” における徹夜の行で極点に達しながら、「漁夫王」の傷を癒して土
地を生き返らせる。「聖杯騎士」は、例えば、エリオットの「荒地」の末尾を飾るサンスクリット


































　「荒地」の“V. What the Thunder Said”で「蝙蝠」は、“And bats with baby faces in the violet light 




























































“In ancient Greek cult-practice and literature, a nekyia （  νέκυια） is a rite by which ghosts were 
called up and questioned about the future” であり、占いのために亡者の霊を呼び寄せようとする
降霊術にも関連する。降霊術を指す英語のネクロマンシー （Necromancy） は、古代ギリシャ語の















































　エヴァンズ・スミスは 『Ｖ，』、『競売ナンバー49の叫び』、『重力の虹』、Mason & Dixon （1997）、








Hyacinth girl” （「荒地」l.36） からの影響であろうし、『Ｖ．』では神父と雌鼠のVeronicaの逸話が思
い起こされる。「荒地」５章の “And bones cast in a little low dry garret, / rattled by the rat’s foot 
only, year to year” （「荒地」ll.194-95）の鼠からの連想だろうか。また、眼帯のViolettaという占
い師は「荒地」のキー・カラーといわれる“The violet hour” （215）やタロット占い師のMadame 















































ペ リ ラ ス
の座」（57）を喚起する。土地の名前、「邪















こにそれほどの人がいると誰が思っただろう」（546）は、ダンテの“ch’io non averei creduto 
/ che morte tanta n’avesse disfatta” （『神曲』 3： 56-57）をエリオットが“I had not thought 













































































４ Thomas Pynchon, Slow Learner （Picador）, 1985.
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Lang Pub.）, 2012. 一部拙訳して引用した。
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８ 辻昌宏「「荒地」試論」より。
９ Raymond M. Olderman, Beyond the Waste Land: The American Novel in the Nineteen-Sixties  
（Yale Univ. Press）, 1972.
10 Tony Tanner, City of Words（New York：Harper & Row）, 1971.
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